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◇ ポイント
リップバンパーを使用すると下顎前歯の唇側傾斜と大臼歯の遠心移動が生じる。

 
➢ 目的
下顎第1大臼歯にリップバンパーを装着、使用した時の圧力を治療前後に計測し、装置の効果を評価
した。

➢ 資料と方法
1. 10ー17歳の25名の患者を被験者とした。
2. 患者の下顎歯列に0.045インチサイズのステンレス製リップバンパーを歯肉縁の高さで歯の唇側
面から2ミリ離して装着、使用させた。下顎歯列に対してはこの装置のみを使用した。

3. 1年後にセファロ画像と口腔模型を記録した。また、安静時、発話時、嚥下時の下唇圧を計測し
た。口唇圧は歪みゲージをリップバンパーチューブの中に左右に装着して計測した。

4. 装置に対して筋肉が順応したかを評価するために、治療前後の口唇圧の変化を評価した。
5. 歯性の変化は口腔模型とセファロ画像で計測した。
6. 治療前の口唇圧と歯の移動との間に関係があるかを統計的に検討した。

➢ 結果と結論
1. 1年間のリップバンパー使用前後で口唇圧に有意の変化は無かった。
2. 口腔模型計測では、歯列弓長径は有意に増加した。これは切歯の唇側傾斜と移動並びに大臼歯の
遠心移動により生じていた。歯列弓幅は犬歯部、第2小臼歯部および第1大臼歯部で有意に増加し
ていた。

3. 下唇により大臼歯に加えられた力は大臼歯の移動量と相関していなかった。
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◇ ポイント
クリアアライナーの製作は3Dプリンティング法で行うのが良い。

➢ 目的
熱可塑性のデュランクリアアライナーと、3次元プリンティング技術を応用、レジンを用いて製作し
たアライナーの、機械的特性と装着時の適合性を比較した。

➢ 方法
患者の歯列の印象をデジタルスキャンし、3次元モデリングソフトウェアを用いて、口腔模型を再構
成したのち、レジンを用いて3次元プリンティング法によりアライナーを作製した。同じ模型につい
て熱可塑性プラスチックシートを用いて0.75ミリの厚さでクリアアライナーを作製した。2種類のア
ライナーについて、5人の観察者が歯の高さを計測し、適合性について評価した。また2種類のアライ
ナーにそれぞれ圧力をかけて、負荷に対して装置がどの程度、変形するのかを評価した。

➢ 結果
3次元プリンティングにより作製したアライナーはより適合精度が高いことがわかった。すなわち計
測された歯の高さと装置のズレは2.6%であり、熱可塑性のプラスチックを用いた場合は4.4%であっ
た。熱可塑性のアライナーは約100グラムの負荷をかけた時に3ミリ変位した。熱可塑性のアライナー
はいったん大きな変形を生じると元に戻る事はなかったが、 3次元プリンティングで製作したアライ
ナーはほとんど変形しなかった。

➢ 結論
3次元プリンタを用いてレジンベースで製作されたクリアアライナーは熱可塑性のプラスチックシー
トを用いて製作されたものよりも、機械的強度に優れ、外力に対しても高い復元性を示した。
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